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11
月
27
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
運
輸
サ
ー
ビ
ス
に

対
し
て
、
運
サ
申
第
２
号
「
労
働
条
件
お
よ
び

労
働
環
境
改
善
に
向
け
た
申
し
入
れ
」
を
行
い

ま
し
た
。

　「
グ
ル
ー
プ
会
社
と
一
体
と
な
っ
た
業
務
体

制
の
さ
ら
な
る
推
進
」
施
策
を
実
施
し
て
８
年

が
経
過
し
、
プ
ロ
パ
ー
社
員
へ
の
車
両
検
査
・

運
転
技
術
の
継
承
の
た
め
の
教
育
な
ど
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
の
車
両
検
査

・
運
転
技
術
を
担
う
プ
ロ
パ
ー
社
員
は
確
実
に

増
え
て
い
ま
す
が
、
作
業
責
任
者
な
ど
の
人
材

育
成
・
技
術
継
承
が
課
題
で
す
。

　
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
保
の
た
め
に
は
現
場

で
働
く
組
合
員
・
社
員
の
「
安
全
・
健
康
・
ゆ

と
り
・
働
き
が
い
」
の
あ
る
職
場
を
つ
く
り
出

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
間
の
協
議
会
を
通

じ
た
議
論
を
踏
ま
え
、
現
行
の
労
働
条
件
・
労

働
環
境
の
改
善
に
向
け
て
、
共
通
21
項
目
、
各

事
業
所
に
関
し
て
38
項
目
、
合
計
59
項
目
の
申

し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、
精
力
的
に
議

論
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
申
し
入
れ
内
容
の
詳
細
は
、
12
月
１
日
発
行

の
「
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
風
　
第
２
号
」
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

ＪＲ東日本運輸サービス協議会　
労働条件および労働環境改善に向けた申し入れ（全59項目）を提出！

　
今
回
の
改
正
で
は
、
乗

務
員
や
交
代
制
勤
務
の
職

種
に
お
い
て
も
、
看
護
休

暇
や
介
護
休
暇
が
時
間
単

位
で
取
得
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
様
々
な
事
情
を
抱

え
る
組
合
員
に
と
っ
て
、

選
択
肢
が
広
が
る
こ
と
は

良
い
こ
と
で
す
。

　
交
渉
の
中
で
は
、
組
合

員
が
申
請
し
た
休
暇
を
取

得
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
、
休
暇
の
取
得
要
件
や

申
請
に
関
わ
る
考
え
方

は
、
現
行
の
取
扱
い
と
変

わ
ら
な
い
事
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。

　
緊
急
提
言
に
基
づ
く
議

論
と
併
せ
て
、
働
き
や
す

い
職
場
や
働
き
が
い
の
向

上
に
つ
い
て
、
職
場
か
ら

検
証
と
議
論
を
行
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

申９号「法令改正に伴う就業規則等の改正について」
� 団体交渉を行う（12月14日）

　
定
期
委
員
会
で
の
発

言
に
基
づ
い
て
議
論
を

行
い
、
設
備
改
善
な
ど

は
現
状
を
確
認
し
て
必

要
な
対
応
を
検
討
す
る

な
ど
の
回
答
を
得
ま
し

た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

対
応
で
は
、
安
全
を
守

る
こ
と
を
第
一
に
し
て

い
く
こ
と
で
認
識
が
一

致
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
働
き
や
す

い
新
幹
線
職
場
を
構
築

す
る
た
め
に
、
議
論
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

幹本申１号
「ＪＲ東労組新幹線協議会『第２回定期委員会』
� 発言に基づく申し入れ」の団体交渉を行う
� （11月26日）

第１項　�看護休暇、介護休暇の時間単位での取得の拡大は、鉄道事業の特性を踏まえ、働きやすさに繋
がるものとすること。

➡制度拡大の目的について、認識を一致させました。
・�乗務員勤務や交代制勤務も取得できるようになる。半日単位で取得できたものが勤務種別に関係なく
時間単位で取得できる。一時間単位で柔軟に休暇を取得できることによって必要なときだけ取得でき
る。取得の仕方によっては回数も多く取得できる可能性があり安心に繋がる。

第２項　�看護休暇、介護休暇は、申告した時季に取得させること。そのための作業ダイヤ等の整備や適
正な要員配置など、必要な措置を講ずること。

➡�休暇取得の基本的な考え方について認識の一致をはかりました。また、要員について会社は「必要な
要員は配置する」「今回の改正において要員の考え方に変更はない」としており、各職場において休
暇が取得できているか引き続き注視していく必要があります。
・休暇としての考え方は変わらない。申請された休暇については指定することが基本となる。
・�時間単位の取得をする場合、勤務が確定後、勤務の休憩時間との兼ね合いをみて時間が決定する。調
整が必要な場合もコミュニケーションをとり、一緒になって考え取得する時間を確定していく。
・突発的な事象については、これまでの休暇と考え方は同じである。就業規則に則り対応していく。

第３項　�看護休暇、介護休暇の時間単位での取得について、全社員が制度の内容と具体的な取扱いを理
解できるように、情報配信とともに管理者からの丁寧な説明を行うこと。

➡社員教育の必要性について議論し、継続した取り組みが重要であることの認識を一致しました。
・�周知の方法は、広報誌、ガイドブック、研修、会議などあるが、周知方法を限定するものではなく、
必要な周知を行っていく。
・�制度について学習の場を作るべきだとの意見があることは把握している。制度の全体を理解すること
も大切である。
・管理者や支社にむけて、機会をとらえてバックアップしていく。

第１項　�新型コロナウイルス感染防止のための対応及び対策を明らか
にすること。また、社員が安全に業務を行える体制を構築す
ること。

・�収束の見えない中で、安全・安定輸送を確保していることに感謝し
ている。

・�マスクの着用、手洗い、消毒、企画部門ではオフピーク通勤、テレ
ワークを取り組み、現業機関では自宅待機とできる箇所でテレワー
クを行ってきた。

・�自治体と連携して対策を取り組むこともあるが、自治体によって対
応が異なることもある。統括本部で一律の対応にならないこともあ
るが、エリアの支社と統一性を持っていく。

第２項　�乗務員職場における本体エルダー社員の雇用の現状を明らか
にすること。また、本人希望を尊重すること。

・�本体エルダーの希望者は乗務員が多いと認識しているが、設備・電
気・車両に比べると乗務エルダーは少ないのが現状である。

・�エルダー先の提示についてはこれまでと取り扱いが変わるものでは
ない。提示が遅いという指摘について、スケジュール感は認識して
いる。

・�出向先についても、エリアと職種を第３希望まで把握している。ど
こがマッチするか考えていく。

第３項　�組合員・社員が働きやすい環境をつくり出すために、仙台駅
ホーム乗り継ぎ詰所の設備を以下の通り改善すること。

①�上りホーム東京方及び下りホーム盛岡方に給湯設備を設置するこ
と。

・�設備要求は以前からあり、現地の確認を行っている。東京新幹線車
両センターの構内に大きな工事が不要な温水設備を取り付けた。仙
台についても流し台を整理すれば設置できると考える。各系統と検
討していきたい。

・今後も引き続き要求はしてもらいたい。
②下りホーム盛岡方に女性用トイレを設置すること。
・�女性社員が仙台下りホームの休憩室から中央改札内のお客さま用ト
イレを使用していることは承知している。

・�トイレは最低限の設備だと認識している。今後、設備計画を立てて
いく。

第４項　�睡眠の質を向上するために、那須塩原電留線の休養室建物内
の防音対策を行うこと。

・�設備は大宮支社の管轄であるため、依頼し対応している。引き続き
大宮支社と検討していきたい。

・この箇所に限らず現地に足を運び、現状把握をしていきたい。

議論の特徴点

議論の特徴点

　
２
０
２
０
年
度
年
末
手
当
は
２

・
２
ヶ
月
で
妥
結
し
た
。
年
末
手

当
を
妥
結
し
た
当
日
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
数
は
４
万
４
千

件
を
超
え
た
。
多
く
の
方
が
注
目

し
た
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

生
活
不
安
か
ら
だ
と
思
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
と
会
社
の
赤
字
業
績

予
想
と
い
う
厳
し
い
状
況
下
で
、

組
合
員
と
共
に
要
求
を
つ
く
っ
て
き
た
。
盛
岡
地
本

や
千
葉
地
本
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
組
み
、
そ
の

中
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
や
赤
字
で
あ
っ

て
も
、
自
ら
と
家
族
の
健
康
を
確
保
し
つ
つ

輸
送
を
休
む
こ
と
な
く
担
い
、
変
わ
ら
な
い

現
実
と
し
て
「
ロ
ー
ン
が
払
え
な
い
」
「
奨

学
金
が
返
せ
な
い
」
な
ど
が
あ
る
こ
と
、
一

方
で
変
わ
っ
た
こ
と
は
自
宅
待
機
な
ど
に
よ

り
生
活
費
が
増
え
た
こ
と
で
あ
る
。
バ
ス
関

東
本
部
は
、
団
体
交
渉
に
お
い
て
「
生
活
が

維
持
で
き
な
け
れ
ば
会
社
に
在
籍
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
私
た
ち
の
主
張

を
会
社
と
の
共
通
の
認
識
に
高
め
る
こ
と
が

で
き
た
。

　「
生
活
を
守
っ
て
い
く
」
と
い
う
組
合
員

の
生
活
実
感
か
ら
要
求
を
つ
く
り
出
し
た
こ

と
が
大
き
な
教
訓
で
あ
る
。
組
合
員
と
要
求

の
根
拠
を
深
め
る
こ
と
を
通
じ
て
、
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
あ
る
「
赤
字
・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
雇
用
と
生
活
を
守
る
た
め
緊
急
提
言
の
議

論
を
深
め
、
年
末
手
当
等
要
求
の
実
現
に
向

け
た
た
た
か
い
を
全
組
合
員
で
つ
く
り
出
そ

う
！
」
を
貫
徹
す
る
こ
と
が
で
き
、
要
求
額

に
は
届
か
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
多
く
の
組

合
員
が
妥
結
結
果
に
対
し
て
一
定
の
成
果
と

し
て
実
感
で
き
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
私
た
ち
は
社
友
会
と
違
い
、
団
体
交
渉
が
で
き

る
。
ま
た
12
地
本
あ
る
組
織
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
地

方
に
い
る
組
合
員
の
声
を
本
部
が
掴
む
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
が
本
来
の
Ｊ
Ｒ
東
労
組
運
動
で
あ
り
、
本

部
が
目
指
す
Ｊ
Ｒ
東
労
組
だ
。
年
末
手
当
交
渉
は
、

組
織
一
体
と
な
っ
て
向
か
う
こ
と
が
で
き
た
。
し
か

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
対
す
る

特
別
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
に
多
く
の
不
満
の

声
も
聞
い
て
お
り
、
課
題
は
残
っ
て
い
る
。

　
会
社
は
「
変
革
２
０
２
７
」
で
目
指
し
た
運
輸
業

と
非
運
輸
業
の
比
率
６
対
４
か
ら
５
対
５
を
目
指
す

と
し
、
経
営
体
質
を
強
化
し
て
い
く
た
め
に
チ
ケ
ッ

ト
レ
ス
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
推
進
、
ワ
ン
マ
ン
運

転
の
拡
大
、
ド
ラ
イ
バ
レ
ス
運
転
の
実
用
化
、
ス
マ

ー
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
推
進
の
ほ
か
、
主
要
駅
周
辺

の
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
事
業
の
拡
大
や
新
幹
線
で
の
荷

物
輸
送
な
ど
鉄
道
事
業
以
外
の
ビ
ジ
ネ
ス
強
化
を
検

討
し
て
い
る
。
会
社
は
、
来
年
度
は
コ
ロ
ナ
前
の
８

割
に
戻
る
と
予
想
を
立
て
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ワ
ク

チ
ン
開
発
が
前
提
で
あ
り
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
状

況
は
依
然
厳
し
い
。

　「
雇
用
と
生
活
を
守
る
」
た
め
に
会
社
と
向
き
合

え
る
の
は
労
働
組
合
で
し
か
な
い
。
９
月
９
日
に

本
部
は
「
雇
用
と
職
場
を
守
る
た
め
の
Ｊ
Ｒ
東
労

組
緊
急
提
言
」
を
発
出
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本

発
足
以
降
、
初
め
て
の
赤
字
と
い
う
危
機
感

を
共
有
し
、
健
全
な
経
営
を
目
指
す
た
め
に

何
が
で
き
る
の
か
を
職
場
か
ら
議
論
し
た
。

秋
田
地
本
か
ら
は
、
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
提

言
で
「
車
両
セ
ン
タ
ー
の
体
験
パ
ー
ク
化
」

と
し
て
、
技
術
を
商
品
化
し
、
若
手
技
術
者

の
技
能
向
上
と
職
場
存
続
の
提
言
を
し
た
。

ま
た
東
京
地
本
は
、
東
地
申
３
号
「
健
全
な

経
営
基
盤
の
構
築
に
向
け
た
申
し
入
れ
」
と

し
て
、
私
た
ち
が
で
き
る
収
入
確
保
、
お
客

さ
ま
が
利
用
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や

環
境
整
備
に
つ
い
て
の
提
言
８
項
目
を
申
し

入
れ
た
。
黒
字
経
営
を
つ
く
り
出
す
た
め
だ

け
で
な
く
、
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た

め
に
、
現
場
で
働
く
者
の
視
点
や
お
客
さ
ま

視
点
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
自
ら

の
働
き
方
の
変
化
も
受
け
入
れ
た
提
言
で
あ

る
。
東
京
地
本
座
談
会
で
は
多
く
の
組
合
員

か
ら
提
言
に
対
し
て
意
見
が
出
さ
れ
て
内
容

が
深
ま
っ
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
提

言
も
出
さ
れ
た
。
ま
さ
に
雇
用
と
職
場
を

守
り
、「
安
全
・
健
康
・
ゆ
と
り
・
働
き
が

い
」
の
あ
る
職
場
を
つ
く
り
出
す
た
め
、
組
合
員
一

人
ひ
と
り
が
繋
が
り
を
つ
く
り
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
必

要
性
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
多
く
の
職
場
で
こ
の
厳
し
い
状
況
を
切
り
拓
く
た

め
に
組
合
員
一
人
ひ
と
り
と
議
論
し
て
い
く
の
が
新

生
Ｊ
Ｒ
東
労
組
で
あ
る
。
緊
急
提
言
の
取
り
組
み
を

つ
く
り
出
し
て
い
る
こ
と
に
自
信
を
持
っ
て
Ｊ
Ｒ
東

労
組
の
必
要
性
を
語
り
、
組
織
拡
大
に
繋
げ
て
い
こ

う
。
私
た
ち
は
、
団
体
交
渉
で
会
社
と
真
摯
に
議
論

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
こ
そ
、
提
言
実
現
に
向
け

て
多
く
の
組
合
員
と
議
論
し
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て

い
こ
う
。

多くの仲間が結集できる
 ＪＲ東労組をつくり出そう!


